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: は じ め に

青森県における極早生種の作付面積は,昭和60年度が 2

%と 目標面積 9%に対して極めて少ないのが現状である。

その作付けは気象条件の厳しいヤマセ地帯に多く, しかも

極早生種は一般に生育期間が短く,生育量の確保が十分で

なく,収量の劣る場合が多く見られる。極早生種には,昭

和59年にハツコガネが新たに採用され,従来の品種に比べ

て多収品種であるため,その後わずかずつではあるが作付

けが増加してきており,今後ヤマセ地帯の収量水準の向上

に作付拡大が期待されている。

本報告は,極早生種の収量性向上を目的に, 熟期

の異なる品種を供試 して, 栽植密度と施肥法及び施

肥量を組合せて,生育及び登熟・収量について比較検討し

たものである。

2餞 験 方 法

本試験は昭和60年に行った。供試品種は極早生種のハツ

コガネ,早生種のコチミノリ及び中生種のアキヒカリであ

る。育苗法は中苗散播 (100′ /箱 )で ,播種期は 4月 12

日に,移植期は 5月 17日に行った。移植は手植えにより 1

株 4本植えとした。栽植密度と旋肥法及び施肥量について

は表 1に示すとおりである。追肥は各品種ごとに行った。

区制は 1区面積15材の2反覆とした。

3 試験結果及び考察

本田生育の経過では,最高分げつ期のイ当たり茎数は栽

植密度が高いほど多く,施肥法・量 I区～lll区をこみにし,

256株区 (以下標準植区とする)に対する比率でみると,

303株区 (密植区とする)は 111～ 116%.222株区 (疎

植区とする)は 92～ 96%と , 3品種とも密植により茎数

の早期確保になった。出穂期は,ハツコガネでは密植区が

他の 2区に比べて 1日 程度早まったが,コ チミノリ,ア キ

ヒカリでは差がなかった。

表 2は収量及び収量構成要素を示したものである。有効

茎歩合は栽植密度の増加と共に低下する傾向を示したが

(表省略 ),最終の穂数は標準区対比で,密植区が 10'～

113%,疎植区が
'6～
99%と , 3品種とも密植により穣

数が多く確保された。イ当たり籾数は,ハ ツコガネでは穂

数の確保の優った密植区が一穂籾数はやや減少したものの,

標準区対比で 106%を 示した。アキヒカリもほぼ同様の傾

向で,穂数増となった密植区が 106%を 示した。コチミノ

リはハツコガネ,ア キヒカリとやや異なり密植による籾数

増は 103%と やや低く,株数増より施肥法・量による総籾

数の確保がより容易であった。精玄米重は,ハツコガネが

疎植区で615～ 652″ /α ,標準植区で630～ 652″ /α ,

密植区で652～ 672● /α,コ チミノリが疎植区609～ 638

″/α ,標準植区619～ 652● /α,密植区が619～ 652

″/α ,アキヒカリが標準区616～ 646″ /α , 標準植区

642～ 666″ /α,密植区649～ 661″ /αであった。 標
準植区対比で密植区の増収程度を見ると, ハツコガネが

104%,コ チミノリが 101%,ア キヒカリが 100%と , 密

植による増収効果はハツコガネでのみ認められた。

″当たり籾数と精玄米重の関係について図 1に示した。

ハツコガネは籾数との間に有意な高い正の関係が認められ,

本試験の 35万～ 40万粒程度の靭数レベルでは籾数の確

保が増収になった。コチミノリは正の関係が認められたが

有意性は低く,ま たアキヒカリは 40万粒程度が限度で,

密植による適正靭数以上の増加はコチミノリ,アキヒカリ

のいずれでも増収に結びつかなかった。

表 1 栽植密度及び施肥法・量

密 度 施肥法 量(N″ /a)囁哩姦毅雰裳麟)

(05-02-02
(07-03)
07-02-02

30× 13“

(256株 )

1(o5-02-02)
施肥I(07-03)
施肥Ⅲ(07-02-02)

注 P20512″ /α ,K2008″ /aは各区共通。

30 X ll cII

(303株 )
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表2 収量及び収量構成要素
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, 配当たり靱数と精玄米重との関係日

登熟歩合は 3品種とも密植ほど低下する傾向がみられる

が,その低下度合は″当たり籾数との関係でみると品種で

や 異ヽなる傾向を示した。ハツコガネでは他の 2品種に比

べて籾数レベルがや 低ヽいため同一比較は出来ないが,密
植による籾数増加は登熟歩合の低下が小さい傾向であるの

に対して,コ チミノリ,アキヒカリでは密植による靭数増

加は登熟歩合の低下を大きくした。

以上のように,籾数確保が容易でない極早生種ハツコガ

ネの収量性向上には,初期生育量の早期確保を図って靱数
の確保を十分にし, しかも籾数増加に件う登熟歩合の低下

が小さい密植栽培が有効であると考えられた。一方,コ チ

ミノリ,アキヒカリでは施肥法・量による籾数確保が容易

であるため,密植による登熟・収量に及ぼす効果は小さか

った。

精
玄
米
重
（″
／
′
） r-0851・・ + 60

7+eht
Y- -0.105 X'z + 8.362 x- tOl. {t?

^Aat,,L_
--< /\ar _'\-

l\ a-^n

d tr laz2.2*I lazlo*
[o ro.r*

-18-


